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献辞

堀江保蔵教授は，昭和 42年 3月 31日で定年退官されることになりました o

まことに惜別の情にたえません。

先生は，昭和3年，京都帝国大学経済学部を御卒業ののち，副手，講師をへ

て，昭和 9年 2月，経済学部助教授に就任ぎれ主したの最初，近世日本経済史

を御研究になれその研究は古典的労作『我国近世の専売制度」および『日本

資本主義の成立』となって結実いたしました。その後，日本経済史と外国経済

史との比捗史的研究に関心壱もたれ rアメリカ経済史」の講義を担当される

かたわら， rアメリカ経済史概説』を世に問われました。

先生は，昭和20年 3月，経済学部教授に昇任され， r経済史」講座を担当さ

れて，今日にし、たっております。その間 r西洋経済史概要』にみられるよう

に，外国経済史研究を進められるとともに，近代経済史の担い手たる近代企業

家の研究に重心を移され， 数多くの研究成果をあげられました。 ときには，

「経営史総論Jの講義を担当され，その畳かな学殖を余すところなし教育面

にも傾倒されました。

先生はまた，学内では京都犬学評議員，経開学部長，そし C京都大学附属図

書館長を歴任されるとともに，学外では日本学術会議会員，社会経済史学会と

H本経営史学会の理事の重責を果たされ，さらには海外の目本研究者との交流

に大いに尽力されてきました。その功擦はひろく世人の認めるところとなって

おります。

いま，定年ご退官にさいし，先生には今後 Eも御健勝で研究壱お続けくださ

いますよう切にお祈りいたし主す。ここに，わたしたちの感謝の微意をこめて，

先生にとのきさやかな記念号を捧げます。

昭和 42年 1月

経済学部長 大橋隆憲




